
天明の飢饉
【てんめいのききん】

1782 年（天明 2）から 87 年の大飢饉。特に 83 年の浅間山の大噴火の影響が大きく、東北地方の
被害が甚大であった。各地で一揆・打ちこわしが続発し、老中田沼意次の失脚を早めた。
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http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%C5%B7%CC%C0%A4%CE%B5%B2%F1%BC
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%CB%EB%CB%F6%BC%AD%C5%B5
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%C5%C4%BE%C2%B0%D5%BC%A1

